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＜3班＞ 

■再編内容（腰越地域・深沢地域） 
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■３班の発表に対する質疑応答 

質問： 

学校プールについては、地域のお母さん達、小さいお子さんをお持ちのお母さん達も、夏休みの

間はプールを利用している実態があるので、私自身はできたら各学校につくって、その方が身近

な所にプールもあるし、市民も利用できるので残して欲しい。例えば災害の時に、プールの水を

トイレの流す水に使う方法も他の地域で聞いた事があるし、これから 10 年後 20 年後、地震や災

害などを考えると、学校に水がある方が安心かなと考えている。あとスイミングスクールに通う

ことについては、お金がある家庭と、そうではない家庭もありその辺はどうかと思う。 

回答： 

防災について、学校プールは年間水をはりっぱなしではないので、必ずしもそれは当てにならな

いと思う。民間に通うことができないお子さんについては、例えば、実際に、市営プールの無料

券が配られているが、その枚数を多くするなどで対応したら良いと思う。３班では、こもれびプ

ールという屋内プールがあり年間利用ができること、他の民間のジムは当然屋内にあるので、天

候に関わらずそういった既存の施設を利用できるのであれば、夏場だけの為に学校プールとして

持つのは無駄ではないかという考えになった。 

質問： 

私は、こもれびプールに行くが、一番不便なことはシャワーのみでシャンプーも石鹸も使えない。

これでは気持ちよく帰ってこられない。施設を良くすることによって利用率も上がると思う。先

ほどの学校プールの問題については、確かに年数回使う学校プール、そしてその上空部分が全く

使われていないので、もったいないと思う。 

 

 

 

 


